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住民訴訟 約5600万円の損害賠償を求めて 平成27年(行ウ)16号
大東市市民会館工事談合損害等請求事件

2億7972万円の100％落札  2つの争点と7つの疑問点
大東市市民会館工事談合損害等請求事件

2億7972万円の100％落札  2つの争点と7つの疑問点2億7972万円の100％落札  2つの争点と7つの疑問点

本来、予定価格を超えての入札自体は
常識的にあり得ない行動です。客観
的に見ても、不正で不当な競争入札で
あることは間違いありません。

さらに三住建設は現市
長が社長だった身内企
業なのですから

争点1 談合は
行われたのか？

防火扉やエレベーターの耐震性など、
既存不適格の箇所を改修するために
行われた追加工事ですが、改修の必
要性を大東市行政は少なくとも入札
日までには把握していました。ですか
ら本来は追加工事などではなく、本
工事とひとまとめにして入札にかける
べきだったのです。
右記の時系列で見ると、これらの矛盾
は一目瞭然です。

今年の1月、北条西小跡地工事談合損害等請求事件の判決が言い渡され、残念な
がら敗訴となりました。市民会館の裁判もはや3年が経ち、こちらももうじき判決が
出ますが、次の係争へ向けてまだまだ手を休めるわけにはいきません。これからも
市民の皆さんの応援とご協力をお願いいたします。

この変更契約には本契
約の落札率と同じ、すな
わち100%の設計金額が
払われてしまっています！

争点2 追加工事はなぜ
発生したのか？

2013.11

2014.3 大阪府建築主事が既存不
適格の箇所を改修しなけ
れば建築確認申請を通せ
ないとの見解を示す。　

大東市行政が（株)建綜研に本件工事の実施設計を委託。

←疑問点1 そもそも市民会館が建てられたのは今か
ら50年近くも前です。現行のより厳しい建築基準法に
合わせる必要があることを、大東市行政は知っていた
はずなのです！

2014.4 （株)日本確認検査セン
ターへ検査を依頼。

←疑問点2 大阪府行政からの指摘があったのだから、
いくら日確検が許可しようが覆るものではないのに…

さらに、この申請書には
追加工事が必要な根拠も
記載されていた！

←疑問点4 すなわち前日に行われた入札の時には、
すでに追加工事の必要性を知っていたのです。
だったら入札は延期しないと！

2014.5.29 市長が本件工事の契約。 ←疑問点5 市長は法令違反であるとわかっていなが
ら決裁したことに！

2014.6.25 午前、本会議で本契約の
承認を得る。

←疑問点6 追加工事についての議題はまったくありま
せんでした！ これは議会への説明責任を放棄した、
重大な違法行為です！　                

2014.7

2014.11

工事着工。
完成。　

←疑問点7 どうしても年末に間に合わせる必要があったと
主張していますが、一年後でもまったく問題のない工事です。
これら数々の違法を免除する理由には到底なり得ません！

そして午後に行われた委員会で、やっと追加工事の説明を行う…　

←疑問点3 入札の後の提出なんて遅すぎます。
申請が下りないと工事の着工ができないのですから！

2014.5.23 大東市行政は
確認申請書を提出。

2014.5.22 入札が行われ、冨田建設が予定価格の100％で落札！！

2014年5月22日に行われた「市民会館2階ホール増築他建築工事請
負契約」の入札では、参加業者3社中の2社のオオヨドコーポレーシ
ョン及び三住建設が予定価格を超える入札をして失格となり、残っ
た冨田建設がなんと予定価格と同額の100％で落札しました。その
後さらに既存不適格のための追加工事が必要になったとし、市は冨

田建設と総額で2億7972万円(税込)もの契約を結びました。世間一
般的な落札率が80％であることを考えると、全額の20%分、5594万
4000円の損害が大東市に発生したことになります。大東市長及び3
社に対して住民訴訟を起こし、2月現在係争中です。

2つの争点
1 談合は
2つの争点2つの争点 時系列に潜む7つの疑問点

2013.11 大東市行政が（株)建綜研に本件工事の実施設計を委託。

時系列に潜む7つの疑問点時系列に潜む7つの疑問点

光城はもちろん反対！光城はもちろん反対！
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1
空
き
家
対
策
と
人
口
増
加
計
画
と
の
矛
盾

光
城
‥
‥
空
き
家
対
策

は
ど
の
よ
う
に
進
ん
で

い
ま
す
か
。

街
づ
く
り
部
長
‥
‥
平
成

28
年
度
に
市
域
全
体
の
実
態

調
査
を
行
い
、
大
東
市
空
き

家
等
対
策
計
画
を
策
定
し
ま

し
た
。
本
計
画
で
は
空
き
家

の
老
朽
化
を
防
ぎ
、
市
民
の

安
全
性
を
守
る
こ
と
は
も
と

よ
り
、
平
成
32
年
の
人
口
13

万
人
を
目
指
し
、
人
口
流
入

及
び
定
住
促
進
の
受
け
皿
と

な
る
良
質
な
住
宅
を
確
保
す

る
こ
と
を
上
げ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
大
東
市
総
合
計
画
や

大
東
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
に
沿
っ
た

も
の
で
す
。

　

今
年
度
は
狭
小
敷
地
な
ど

の
解
消
と
利
用
促
進
を
図
る

た
め
、
隣
接
地
等
取
得
費
補

助
事
業
を
ス
タ
ー
ト
し
、
ま

た
昨
年
度
よ
り
好
評
で
あ
る

不
動
産
無
料
相
談
会
の
拡
充

な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

特
に
空
き
家
が
多
か
っ
た
地

域
に
は
、
空
き
家
の
適
正
管

理
や
利
活
用
を
促
す
チ
ラ
シ

を
配
付
し
、
所
有
者
の

方
々
へ
の
意
識
啓
発
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

光
城
‥
‥
空
き
家
対
策

法
に
は
「
人
口
増
加
」

は
書
か
れ
て
い
ま
す
か
。

本
計
画
に
盛
り
込
む
の

は
無
理
が
あ
り
ま
す
ね
。

街
づ
く
り
部
長
‥
‥
正

確
に
は
「
空
き
家
等
対
策

の
推
進
に
関
す
る
特
別
措

置
法
」
で
す
。
趣
旨
と
し

て
は
空
き
家
化
の
防
止
と

流
通
促
進
で
、
空
き
家
の

利
活
用
に
留
ま
り
、
人
口

増
加
に
つ
い
て
は
書
い
て

い
ま
せ
ん
。

光
城
‥
‥
今
ま
で
で
人

口
増
加
対
策
に
使
っ
た

予
算
は
い
く
ら
で
す
か
。

政
策
推
進
部
長
‥
‥
第
4

次
大
東
市
総
合
計
画
で
は
、

本
市
の
目
指
す
べ
き
将
来
像

を
「
あ
ふ
れ
る
笑
顔
、
幸
せ

の
ま
ち
大
東
づ
く
り
」
と
し
、

実
現
に
向
け
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
展
開
を
行
っ
て
い
ま
す
。

総
合
計
画
で
は
、
21
世
紀
の

第
1
四
半
世
紀
余
り
を
展
望

し
た
基
本
構
想
と
、
10
か
年

計
画
の
基
本
計
画
、
そ
し
て

毎
年
度
の
計
画
で
あ
る
実
施

計
画
の
3
段
階
構
成
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

本
市
が
将
来
に
わ
た
っ
て

人
口
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
、
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
展

開
す
る
た
め
に
は
、
若
い
世

代
を
中
心
と
し
た
転
入
超
過

を
図
る
た
め
の
事
業
が
不
可

2
公
平
委
員
会
の
機
能
と

市
民
の
た
め
の
パ
ワ
ハ
ラ
対
策

みつしろは言いたいみつしろは言いたい

 

大
東
市
で
は
平
成
10
年
か
ら
人
口
減
少
が
続

き
、今
は
年
間
お
よ
そ
6
0
0
人
が
減
っ
て
い

ま
す
。人
口
増
加
を
狙
っ
た
空
き
家
対
策
は
か

な
り
無
駄
が
あ
り
ま
す
ね
。

　
政
府
が
い
う
空
き
家
対
策
と
、本
市
の
目
指

す
人
口
流
入
に
は
ズ
レ
が
あ
り
ま
す
の
で
、考

え
方
を
マ
ト
モ
に
変
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

みつしろは言いたいみつしろは言いたい

　
最
近
、ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー
上
司
な
る
も
の
を
聞

き
ま
し
た
。ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー
っ
て
ぶ
ち
壊
し
ち
ゃ

う
こ
と
で
す
ね
。つ
い
こ
の
間
も
相
撲
協
会
の

中
で
暴
力
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。ま
だ
ま
だ
こ

う
い
っ
た
パ
ワ
ハ
ラ
が
実
社
会
に
は
残
っ
て
い

ま
す
。

　
行
政
内
部
で
は
公
平
委
員
会
が
守
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。仕
事
場
の
中
で
も
き
ち
っ

と
守
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
こ
と
は
、最

も
大
事
な
こ
と
で
す
。

　
み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、市
民
オ
ン
ブ
ズ
大
東
み
つ
し
ろ
と
し
お
で
す
。

大
東
市
議
会
議
員
・
光
城
敏
雄
は
2
0
1
7
年
12
月
22
日（
金
）定
例
市
議
会
の
一
般
質
問
に

て
行
政
に
対
し
質
問
を
し
、幹
部
職
員
は
お
お
む
ね
次
の
よ
う
に
答
弁
し
ま
し
た
。

光
城
‥
‥
公
平
委
員
会

は
市
職
員
の
地
位
と
職

場
環
境
を
守
る
た
め
に

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
機
能
は
な
ん
で

し
ょ
う
か
。

公
平
委
員
会
事
務
局
長

‥
‥
公
平
委
員
会
は
、
職

員
の
利
益
保
護
と
公
正
な
人

事
権
の
行
使
を
保
障
す
る
た

め
設
置
さ
れ
て
い
る
機
関
で

あ
り
、
職
員
か
ら
の
給
与
や

勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条

件
に
関
す
る
措
置
要
求
、
ま

た
不
利
益
な
処
分
の
審
査
請

求
や
苦
情
相
談
に
関
す
る
こ

と
が
、
主
な
業
務
内
容
で
す
。

　

本
市
の
委
員
会
で
は
こ
れ

ま
で
に
措
置
要
求
や
審
査
請

求
な
ど
を
受
理
し
た
経
過
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
日
ご
ろ
よ

り
の
事
例
研
究
や
情
報
収
集

な
ど
を
行
う
中
で
、
適
切
か

つ
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

万
全
な
体
制
の
構
築
に
努
め

て
い
ま
す
。

光
城
‥
‥
市
は
市
民
の

さ
ま
ざ
ま
な
労
働
環
境

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め

に
ど
の
よ
う
な
対
策
を

行
っ
て
い
ま
す
か
。

公
平
委
員
会
事
務
局
長

‥
‥
労
働
に
関
す
る
相
談

を
当
部
の
産
業
振
興
課
で
受

け
付
け
し
、
必
要
に
応
じ
て

大
阪
府
総
合
労
働
事
務
所
や

大
阪
労
働
局
、
労
働
基
準
監

督
署
に
案
内
す
る
な
ど
、
相

談
内
容
に
沿
っ
た
情
報
提
供

や
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
近
年
増
加
す
る
個
別

労
使
紛
争
の
相
談
内
容
で
あ

る
、
い
じ
め
・
嫌
が
ら
せ
に

関
連
す
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対

策
は
、
国
や
府
が
実
施
す
る

市
民
の
方
々
や
市
内
企
業
向

け
の
労
働
関
係
法
令
遵
守
の

た
め
の
啓
発
や
労
働
相
談
会

の
案
内
な
ど
を
、
広
報
に
掲

載
し
た
り
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

配
付
す
る
な
ど
、
周
知
に
努

め
て
い
ま
す
。

　

関
係
機
関
と
連
携
し
て
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
相
談
や
労
働
相

談
な
ど
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
大
阪
府
総
合
労
働
事
務

所
と
共
催
で
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
や
相
談

会
を
実
施
す
る
な
ど
、
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
の
防
止
の
啓
発
活

動
も
行
い
、
今
後
も
啓
発
と

労
働
相
談
体
制
の
充
実
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。　
　

欠
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
取
り

組
み
が
実
施
計
画
に
基
づ
く

事
業
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
費
は
平
成

28
年
度
決
算
額
を
例
に
挙
げ

る
と
、
一
般
会
計
ベ
ー
ス
で

約
4
0
8
億
円
の
う
ち
約
62

億
円
が
実
施
計
画
事
業
に
充

て
ら
れ
て
い
ま
す
。
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3
制
服
っ
て
、い
く
ら
で
す
か

光
城
‥
‥
中
学
生
の
制

服
は
い
く
ら
で
す
か
。

先
日
、
公
立
中
学
校
の

制
服
代
に
対
し
て
、
公

正
取
引
委
員
会
の
見
解

が
出
ま
し
た
が
、
教
育

委
員
会
ま
た
教
育
委
員

会
事
務
局
は
ど
う
考
え

て
い
ま
す
か
。

教
育
部
指
導
監
‥
‥
各
中

学
校
が
ブ
レ
ザ
ー
、
詰
め
襟
、

セ
ー
ラ
ー
服
を
独
自
に
指
定

し
て
い
ま
す
。
価
格
帯
は
サ

イ
ズ
や
生
地
の
種
類
に
よ
っ

て
多
少
の
差
が
あ
り
ま
す
が
、

市
内
中
学
校
8
校
を
平
均
す

る
と
、
男
子
は
上
下
で
3
万

1
2
1
3
円
、
女
子
は
、
3

万
2
4
6
8
円
で
す
。

　

こ
の
度
、
公
正
取
引
委
員

会
よ
り
公
立
中
学
校
に
お
け

る
制
服
の
取
引
実
態
に
関
す

る
調
査
報
告
書
が
公
表
さ
れ

ま
し
た
。
制
服
の
取
引
は
、

メ
ー
カ
ー
及
び
販
売
店
に
対

す
る
注
意
喚
起
と
と
も
に
、

学
校
に
対
し
て
期
待
す
る
こ

と
と
し
て
、
制
服
メ
ー
カ
ー

間
や
販
売
店
間
の
競
争
を
促

す
取
り
組
み
が
望
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

本
市
中
学
校
に
お
い
て
は
、

機
能
性
、
耐
久
性
、
デ
ザ
イ

ン
、
価
格
な
ど
を
総
合
的
に

勘
案
し
て
制
服
の
決
定
を

行
っ
て
い
て
、
価
格
帯
も
標

準
的
な
も
の
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
が
、
今
後
さ
ら
に

生
徒
・
保
護
者
に
良
質
で
安

価
な
制
服
が
提
供
さ
れ
る
よ

う
、
本
調
査
結
果
の
積
極
的

な
周
知
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

光
城
‥
本
市
職
員
の
制

服
は
、
い
く
ら
で
す
か
。

総
務
部
長
‥
‥
平
成
28
年

度
の
単
価
で
す
が
、
男
子
冬

事
務
服
は
1
万
5
3
5
4
円
、

女
子
冬
事
務
服
は
7
4
5
2

円
、
女
子
夏
事
務
服
は

5
6
1
6
円
で
す
。

光
城
‥
‥
制
服
の
必
要

性
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
ま
す
か
。

教
育
部
指
導
監
‥
‥
中
学

校
が
制
服
を
指
定
す
る
理
由

は
、
例
え
ば
生
徒
が
学
業
に

集
中
す
る
た
め
、
教
育
の
場

と
し
て
の
秩
序
維
持
や
生
徒

指
導
の
た
め
で
あ
り
、
学
校

へ
の
所
属
意
識
を
高
め
ま
す
。

ま
た
各
学
校
の
特
色
・
校
風

を
確
立
す
る
と
い
う
こ
と
で
、

全
国
の
公
立
中
学
校
の
99
％

以
上
が
制
服
を
指
定
し
て
い

ま
す
。

総
務
部
長
‥
‥
職
員
の
場

合
は
、
遠
目
で
見
て
も
職
員

と
し
て
す
ぐ
に
認
識
で
き
、

市
民
の
皆
様
に
不
愉
快
な
思

い
を
さ
せ
な
い
た
め
、
事
務

服
の
着
用
を
義
務
づ
け
て
い

ま
す
。
夏
は
男
子
は
い
わ
ゆ

る
カ
ッ
タ
ー
シ
ャ
ツ
で
制
服

と
同
様
の
効
果
が
見
込
め
る

と
考
え
、
男
子
の
着
用
は
義

務
づ
け
て
い
ま
せ
ん
。

4
学
び
の
貧
困
を
考
え
よ
う

光
城
‥
‥
い
わ
ゆ
る

「
学
び
の
貧
困
」
に

陥
っ
て
い
る
方
々
の
実

態
調
査
を
し
て
い
ま
す

か
。

教
育
部
指
導
監
‥
‥
教
育

委
員
会
と
し
て
は
、
家
庭
の

状
況
や
不
登
校
な
ど
に
よ
り

学
べ
な
い
ま
ま
大
人
に
な
り
、

生
活
に
も
支
障
を
来
す
よ
う

な
状
況
の
方
々
に
関
す
る
調

査
を
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
義
務
教
育
期
間

の
児
童
生
徒
の
家
庭
状
況
は
、

家
庭
教
育
支
援
事
業
に
係
る

サ
ポ
ー
ト
や
担
任
を
中
心
に

児
童
生
徒
の
観
察
や
生
活

ノ
ー
ト
、
懇
談
や
家
庭
訪
問

で
把
握
し
、
支
援
の
必
要
な

状
況
が
あ
れ
ば
管
理
職
を
含

め
た
関
係
教
職
員
や
不
登
校

指
導
員
で
構
成
す
る
チ
ー
ム

で
対
応
し
つ
つ
、
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
・
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
も

連
携
し
な
が
ら
課
題
の
解
決

に
努
め
て
い
ま
す
。

光
城
‥
‥
教
育
委
員
会

は
福
祉
部
局
と
は
ど
の

よ
う
に
連
携
を
し
て
い

ま
す
か
。

学
校
教
育
部
長
‥
‥
子
供

た
ち
の
学
び
の
課
題
を
解
決

す
る
た
め
に
は
、
教
育
委
員

会
の
み
な
ら
ず
、
福
祉
部
局

を
初
め
と
し
た
教
育
以
外
の

部
門
と
連
携
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
分
野
の
特
徴
や
専
門
性
を

生
か
し
て
強
み
を
持
ち
寄
る

よ
う
な
、
協
力
関
係
の
構
築

が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

　

地
域
を
初
め
と
し
た
繋
が

り
の
中
で
、
助
け
合
い
な
が

ら
子
供
た
ち
の
育
ち
を
応
援

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ

る
と
い
う
認
識
の
も
と
、
学

び
の
貧
困
が
家
庭
状
況
に
起

因
す
る
こ
と
が
多
い
こ
と
か

ら
、
現
在
教
育
委
員
会
と
福

祉
部
局
が
一
体
と
な
っ
た
家

庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
を
設
置

し
、
家
庭
教
育
支
援
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た

進
路
選
択
支
援
事
業
に
お
い

て
も
福
祉
部
局
と
連
携
し
て

い
ま
す
。

 

大
東
市
行
政
全
体
の
取
り

組
み
と
し
て
は
、
家
庭
教
育

支
援
や
子
育
て
環
境
の
さ
ら

な
る
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。
ま
た
現
在
構
築
に
向
け

準
備
を
し
て
い
ま
す
大
東
市

版
ネ
ウ
ボ
ラ
と
の
連
携
に
よ

り
、
さ
ら
に
充
実
し
た
支
援

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

 

中
学
生
の
制
服
は
3
年
間
し
か
着
な
い
の
に

3
万
円
以
上
と
い
う
の
は
非
常
に
高
価
な
衣

装
で
す
ね
。そ
れ
に
必
ず
男
子
の
服
、女
子
の

服
と
決
め
ら
れ
た
く
な
い
子
ど
も
達
だ
っ
て
い

ま
す
。

　
職
員
さ
ん
だ
っ
て
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
で
わ
か

り
ま
す
。ち
ょ
っ
と
時
代
に
取
り
残
さ
れ
た
考

え
方
で
す
よ
ね
。

　
市
内
で
充
分
な
基
礎
教
育
を
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
方
の
み
な
ら
ず
、市
外
か
ら
来
ら
れ
た

成
人
の
方
に
向
け
て
も
、教
育
的
配
慮
が
必
要

で
す
ね
。

　
夜
間
中
学
校
の
創
設
も
重
要
な
市
政
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。人
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
。

みつしろは言いたいみつしろは言いたい

みつしろは言いたいみつしろは言いたい



 

年
末
、末
広
公
園
で
は
、6
時
半
の
真
っ
暗
な

中
や
っ
て
い
る
方
や
、わ
ざ
わ
ざ
南
郷
か
ら
来

て
い
る
方
も
い
ま
し
た
。

 

大
東
市
に
は
元
気
出
ま
っ
せ
体
操
な
ど
が
あ

り
ま
す
が
、ラ
ジ
オ
体
操
な
ら
も
っ
と
効
果
的

に
目
が
覚
め
て
、元
気
い
っ
ぱ
い
な
1
日
が
過

ご
せ
る
と
思
い
ま
す
。
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3か月で3万部配っています。お手伝いしてくださる方歓迎。配れる数だけお好きな時間に。

現在、こちらに置かせていただいています。このニュースを置いていただけるお店を募集しています。

よろしく
お願いいたします。

御供田 tel 875-3560

HAIR & MAKE

赤　井 tel 872-0040

大 東 書 店
鴻池新田駅前 tel 06-6745-7591

佐々木毅 司法書士事務所
夫婦二人でやっています

5
ラ
ジ
オ
体
操
の
普
及
を

光
城
‥
公
園
で
ラ
ジ
オ

体
操
を
行
っ
て
い
る

方
々
を
把
握
し
て
い
ま

す
か
。
ま
た
行
政
と
し

て
サ
ポ
ー
ト
は
で
き
ま

す
か
。

生
涯
学
習
部
長
‥
‥
ラ
ジ

オ
体
操
は
、
国
民
の
体
位
向

上
及
び
健
康
の
保
持
・
増
進

を
目
的
に
、
昭
和
3
年
に
当

時
の
逓
信
省
簡
易
保
険
局
で

制
定
さ
れ
、
い
つ
で
も
ど
こ

で
も
誰
も
が
気
軽
に
で
き
る

優
れ
た
健
康
法
と
し
て
全
国

的
に
定
着
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
市
内
で
は
、
末
広
公

園
や
深
北
緑
地
を
初
め
と
す

る
数
か
所
で
ラ
ジ
オ
体
操
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

ま
で
具
体
的
な
調
査
を
行
っ

た
こ
と
が
な
く
、
ま
た
実
施

し
て
い
る
方
々
か
ら
特
に
意

見
を
聞
く
こ
と
も
な
く
、
ラ

ジ
オ
体
操
を
実
施
し
て
い
る

場
所
、
実
施
の
経
緯
、
参
加

人
数
、
代
表
者
な
ど
を
把
握

す
る
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

夏
休
み
に
行
わ
れ
て
い
る

単
位
こ
ど
も
会
主
催
の
ラ
ジ

オ
体
操
で
は
、
新
聞
社
か
ら

寄
附
を
受
け
た
出
席
カ
ー
ド

が
配
付
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

ラ
ジ
オ
体
操
は
参
加
意
欲
の

あ
る
方
々
の
集
ま
り
で
あ
り
、

現
在
の
と
こ
ろ
特
に
支
援
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
ラ
ジ
オ

体
操
は
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活

動
に
参
加
を
促
す
導
入
部
分

で
あ
る
と
と
も
に
、
現
在
の

少
子
高
齢
化
の
進
行
に
伴
う

高
齢
者
の
医
療
費
削
減
策
の

ひ
と
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
他
の
自
治
体
な
ど

で
も
、
ラ
ジ
オ
体
操
・
み
ん

な
の
体
操
を
中
高
年
齢
者
の

健
康
づ
く
り
に
取
り
入
れ
活

用
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
見

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
何

ら
か
の
サ
ポ
ー
ト
は
関
係
部

局
と
と
も
に
検
討
す
る
べ
き

課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

係
中
争 判

棄却されました
決灰塚ポンプ室工事

談合損害等 請求事件

平成28年
(行ウ)第84号地裁

落札率95％落札率100％

市民会館工事
談合損害等 請求事件

平成27年
(行ウ)第16号

1面
参照

地裁

北条西小跡地工事
談合損害等 請求事件

平成28年
(行ウ)第229号地裁

落札率88.5％ 7.5億円

みつしろは言いたいみつしろは言いたい

　北条西小跡地工事談合損害等請求事件の住民訴訟は大阪地方
裁判所にて敗訴に終わりました。原告団を熱心に応援してくださっ
た方々ありがとうございました。決定的事実に欠け、裁判所に談合
を認めさせることができず無念でなりません。
　つい先日もリニアモーターカーの大型工事を巡ってスーパーゼ
ネコンの談合が発覚したばかりです。今後、立法府には談合防止策
のための一歩もニ歩も踏み込んだ法整備をしてもらい、司法の独自
で自主的な判断を進めていただきたいと願っています。根本的な解
決方法がないと、いつまでたってもこの「暗闇の世界」から抜け出す
ことはできません。

市民会館工事
市側の言い訳

入札を延期できなかったのは、
12月までに完成
する必要があった
からです

本
市
行
政

それでもたった36％︖
そもそも増設する
必要あったのか

市民の
利用数が、
２倍近くも
違うのです

大集会室・ホール稼働率

11月 12月

18
%
36
%

裁判にて

2013年

ニ
ャ
ー
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